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著者等は主主に昭和12年に第一火口より噴出せし賓の中の3種:-A:10月9日採集， B: 10 
月19日採集， C: 11月18日採集ーを取って研究せる結果，夫れ等の窓は主要成分に就て見
れば其の化率組成に甚しき差遣を有せずると共に， 5i02が僅かながら A，B， Cの順に増
加し， 503， 5， H20+， H20ー ，硫黄縄量，灼熱減量が僅かながら A，B，Cの順に減少し
てゐることを認め穴。而して之等3個の試料聞に於ける此の差遣が遇然ならずるやうに恩
はれることを指摘したが，之を阿蘇火山現活火口群の活動快況と併せ考へて，震の化皐組












(2 )a) M. Namba: Characteristics of the activity and the peculiar prodllct“S，'¥JししIメ1"of thc 































(4)三宅泰雄，民山金剛:阿蘇火山灰の化率的組成について，気象築設、， ~事 2 輯第16巻(昭和13年)
第3按， 94.













(3)試料 19に水 10m!ぞ加へて浸出せる溶液の pHを検し第2表の如き結果を得7こ。
東洋，水素イオン濃度試験紙を使用した。
第 2 表
試料の種類 E E W 





















































































〔%E〕 (%E ) ， (W ?の
9.11 9.56 9.34 
0.97 0.99 1.04 
18.65 18.02 19.43 
0.15 0.17 0.18 
8.85 8.75 8.54 
3.51 4.47 3.89 
1.44 1.47 1.51 
1.58 1.49 、 1.46 
53.38 53.01 53.63 
0.30 0.30 0.29 ， 
0.21 0.19 0.14 
0.61 0.44 0.29 
0.10 0.08 • 0.04 
0.83 0.65 0.24 
0.78 0.76 0.34 
100.47 100.35 100.36 
0.86 0.65 0.39 















(?I の t%E ) E (W ?の(~の
Fe20. 8.75 9.14 9.60 9.34 
Ti02 0.83 0.97 0.99 1.04 
AI20. 16.99 18.72 18.10 19.43 
MnO 0.18 0.15 0.17 0.18 
CaO 7.60 8.88 8.79 8.54 
MgO 2.96 3.52 4.49 3.89 ， 
K，O 1.51 1.45 1.48 1.51 
Na20 1.63 1.59 1.50 1.46 
5i02 49.29 53.57 53.25 53.63 
P20 • ， 0.31 0.30 0.30 0.29 
Cl 1.94 0.21 0.19 0.14 
50. 3.34 0.61 0.44 0.29 
S 0.38 0.10 0.08 0.04 
H20+ 4.30 0.78 0.61 0.22 ， 
』ιーhョ 計 100.01 99.99 99.99 100.00 
(重量比) (重量比) (重量比) (重量比)
5i02/Al，O， 2.98 2.86 2.94 2.76 
5iO，/金属襲イ己|
2物の計 1.22 1.21 1.18 1.18 
(193 ) 
阿蘇火山噴出物特に鐙の化拳的研究ー績報
第3表よわ 4試料の組成は相互の聞に顕著なる差を有し，特に Iは!I，IIl， IVに比して
甚しく異なることが認められる。白日ちIの各金属酸化物及 Si02は I，II， IVに比して
概して少なし Cl，S03' H20十， H20-，硫黄綿量，灼熱減量は極めて多くなってゐる。
又第3表中の CI以下の各成分は夫れ夫れ 1，I， II， IVの順に減少してゐる。之等の一







試 料 の 種 類 I TiO， I K，O I Na.O I ~i
。1。〉
昭和10年8月6日，阿蘇鐙， (大粒〕 0.72 0.05 0.32 53.02 
2 〈11〉
昭和12年10月9日，阿蘇鐙， (A) 1.37 1.06 51.83 
〈311〉
昭和12年10月19日，阿蘇鐙，・(B) 1.40 1.22 1.17 52.32 
(11) 
4 昭和12年11月18日，阿蘇鐙， (C) 1.51 1.16 1.17 52.57 
5 昭和13年7月16日-18日，阿蘇鐙， m 0.83 1.51 1.63 49.29 
6 昭和13年J月18日-20日，阿蘇鐙， (][) 0.97 1.45 1.59 53.57 
7 昭和13年九月20日-25日，阿蘇癒， (il) 0.99 1.48 1.50 53.25 
8 昭和13年7月25日-27日，阿蘇鍾， (lV) 1.04 1.51 1.46 53.63 
9 〈12〉
昭和10年8月4日，浅間火山友， (大粒) 0.77 0.92 2.42 60.56 
10 〈12〉
昭和10年8月17日，浅間火山友， (大粒) 0.76 1.32 1.42 55.55 
1〈112〉





















るに拘はらす下，各金属酸化物， Si02， P 20.，に就き考察すれば，後に記す如く，噴出時期の
接近せる試料殊にー噴火期溜中に噴出せる試料開Vこ於ては其の相互百分比に僅少なる差遣
を認めるのみである。 e 
(6)窓中に於ける盟酸根，硫酸根，灼熱減水分含量の費化 第4表に示せるま口く， 1， 
I， II，IVの4試料中に於ける之等の成分の含有量には特に著しき差違が認められる。即
ち試料Iに極めて多く I，II，IVに少ない。叉 I，lI， IV相互間に於ても順次に球少し










/.00 I 、 一 | が，此の概略の圃示によって大樫の航
。 oo L_----~======~======~~ 況を見ることができゃう。
声 I 2 3 4 J 6 7 ， ， /0 日賞






(7)鐙中に於ける各金属元素〉 Sぬ P205含量の饗化 第4表より明らカ、なるま日〈ー噴
火期間中に於ける之等の含有量には，前項の成分に於けるが如き額著な費化なし唯其の
中の多くが爆裂初期に噴出せし試料Iの場合に概して少なきことが注意をきI<。尚TiOョ





E (W ?の〔う6) . (%) 
Fe，O， 9.72 9.30 9.73 9.41 
TiO， 0.93 ‘ 0.99 1.01 1.05 
A120. 18.87 • 19.04 18.34 19.57 
MnO 0.20 0.15 0.17 0.18 
CaO 、 8.44 9.04 8.91 8.60 
MgO 3.28 3.58 4.55 3.92 
K，O 1.68 1.47 1.50 1.52 
Na，O 1.80 1.61 1.52 1.47 
SiO， 54.74 54.50 53.97 54.00 
/ 
p，O. ， 0.34 0.31 0.31 0.29 





麗酸根，硫酸根，灼熱減水分等の含量は 1，I， II， IVのー噴火期間中に著しく費化す









A B C 
(%) (%) (%) 
Fe，O. 10.75 9.93 9.67 
TiO， 1.40 1.43 1.52 
AI，O. 18.72 18.71 19.02 
MnO 0.22 0.25. 0.22 
CaO 9.20 9.14 9.14 
MgO ， 3.78 4.34 4.55 
K，O 1.09 1.25 、 1.17 
~a，O 1.19 1.19 1.18 
SiO， 53.21 53.35 53.10 
P，O， 0.43 0.42 0.44 
-@一石- 計 99.99 100.01 100.01 
ヨたに第6表及第7表を通じて考察する。A，B， Cは 1，I， II， IVの場合と異なりてー
噴火期間中に噴出せしものではないが，業の噴出時期は互に接近してゐる。 Eつ此の雨拭
料群の聞には大約8ヶ月間の間隔がある。 同じく第一火口最近の活動期間中に相官の時日
を距て h噴出せし此の爾試料群を比較するに， Ti02が減少し，K20及 Na20が夫k増加
し， Si02が柏増加せるも其の他には著しき餐化が認められない。
(8) Si02; Al20a 第3表を基礎として SiO宮:Al20aの比を計算比較すれば，第4表下
段の通り 4試料共殆んE一致せる値を示す。
昭和12年の鐙 A，B， C に於ても第8表の遇り殆んt_"::-致せる値を示してゐる。
第 8 表 、
A B C 
(重量比) (ー重量比) (重量比)
SiO，/AI，O. 2.84 • 2.85 2.79 








り殆んど一致せる値を示すと共に，僅かながら 1，I， II， IVの順に減少の傾向を示して
ゐる。
2)昭和12年の A，B， C，に於ても第8表の通り殆んE一致せる値を示してゐる。
3)次に雨試料群を比較すれば，各郵怜遁じて極めて近似せる値を示すと共に，南群聞
に僅少ながら柏明瞭なる差遣のあることが認められる。
4)詩l斗中に於ける酸性成分と狸基性成分との割合は一定してゐない。而も堕酸根，硫酸
根等に就て見れば其の殆んど全量が金属関類として存-在することは，窓の浸出液が極めて
弱き酸性なる賠よる見るも明瞭である。それにも拘はらす、此の比は殆んどその影響を受
けぎるもの、如く，殆んE一定の値を示してゐる。各試料中に於ける元素の化合紙態には
相営の差遣があるものと想像される。
5)以上の諸賠を綜合すれば，このSiOz:金属酸化物細計の比は鐙を比較区別するに遁切 i
なるものと認められ，鐙の研究上に於Uる一指標として役立つものなるべしと察せられる。
本研究の試料を提供せられ賓地踏査其他に各種の便宜並に助言を下された野満隆治教授
及南葉宗利助教授に厚く感謝する衣第である。
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